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沖縄における橋梁の長寿命化戦略
～鋼橋の新防食技術への挑戦～

琉球大学　工学部　環境建設工学科
　准教授　下里 哲弘

特別講演

参加費参加費
無料無料

土研 新技術ショーケース土研 新技術ショーケース
2014 in 那覇2014 in 那覇

主催：独立行政法人 土木研究所
後援：内閣府沖縄総合事務局、沖縄県、（一社）建設コンサルタンツ協会、（一社）沖縄県建設業協会
　　　（一社）沖縄県測量建設コンサルタンツ協会、（公社）土木学会西部支部沖縄会
お問い合わせ先：独立行政法人 土木研究所 技術推進本部（TEL 029-879-6800 直通）
※詳細、お申し込みは土木研究所ホームページ（http://www.pwri.go.jp/jpn/news/2014/0123/
　showcase.html）をご覧下さい。

講演会（2階 自治会館ホール）

■会場アクセス 〒900-0029 那覇市旭町116-37

バス：那覇バスターミナルから徒歩3分、モノレール：旭橋駅から徒歩5分

CPDS
239642
4 units

10：00～10：10　　開会挨拶　 　（独）土木研究所　理事長　魚本　健人
10：10～10：15　　来賓挨拶　 内閣府　沖縄総合事務局　次長（開発建設担当）　尾澤　卓思

【維持管理・長寿命化技術】
10:15～10:35　　コンクリート構造物表層の品質評価技術
　 基礎材料チーム　総括主任研究員　森濱　和正
10:35～10:55　　表面含浸工法によるコンクリートの耐久性向上技術
　 耐寒材料チーム　研究員　遠藤　裕丈
10:55～11:15　　インバイロワン工法（環境対応型の鋼構造物塗膜除去技術）
　 〈共同研究者〉インバイロワンシステム株式会社　代表取締役　臼井　　明
11:15～11:35　　カーボンブラック添加アスファルトによる長寿命化舗装
　 新材料チーム　主任研究員　佐々木　厳
11:35～11:55　　トンネルの補修・補強技術（NAV工法・部分薄肉化PCL工法）
　 トンネルチーム　総括主任研究員　石村　利明

11:55～13:30　　技術相談タイム　

【特別講演】
13:30～14:30　　「沖縄における橋梁の長寿命化戦略

～鋼橋の新防食技術への挑戦～」
　 琉球大学　工学部　環境建設工学科　准教授　下里哲弘

【土工・基礎技術】
14:30～14:50　　ALiCC工法（低改良率セメントコラム工法）
　 施工技術チーム　主任研究員　近藤　益央
14:50～15:10　　短繊維混合補強土工法
　 土質・振動チーム　研究員　吉田　直人
15:10～15:30　　NEW高耐力マイクロパイル工法
　 〈共同研究者〉株式会社 フジタ　建設本部　技術企画部　次長　相良　昌男
15:30～15:50　　衝撃加速度試験装置による盛土の品質管理技術
　 寒地地盤チーム　主任研究員　佐藤　厚子

15:50～16:05　　技術相談タイム　

【災害対応技術】
16:05～16:25　　河川津波における遡上距離・遡上高の推定手法
　 寒地河川チーム　研究員　阿部　孝章
16:25～16:45　　ダムの変位計測技術（GPS、ワイヤレス変位計、表面連続変位計）
　 水工構造物チーム　研究員　小堀　俊秀
【環境保全技術】
16:45～17:05　　WEPシステム（気液溶解装置：高濃度酸素水を用いた底層水質改善技術）
　 水質チーム　研究員　柴山　慶行
17:05～17:25　　藻類・菌類による赤土の侵食防止工法
　 火山・土石流チーム　上席研究員　石塚　忠範
17:25～17:30　　閉会挨拶 （独）土木研究所　理事　藤澤　　寛

17:30～18:00　　技術相談タイム

展示・技術相談コーナー（2階 ホワイエ）
上記時間帯においては、講演技術をはじめ土研の新技術についてパネル
等を展示し、技術相談をお受けします。特に、11:55～13:30、
15:50～16:05、17:30～18:00の間は、各技術の講演者が直接技術
相談をお受けします。

9:30～18:00

土木学会認定
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　新設コンクリート構造物の耐
久性については、表層コンク

リートの品質（緻密さ）を評価することが重要で
す。本技術は、コンクリート表面をハンマーで打
撃したときに、ハンマーがコンクリート表面に衝
突してから押し戻されるまでの時間（接触時間）
を測定することで、コンクリート表層の品質を簡
単に、相対的に評価できるものです。

土研 新技術ショーケース 2014 in 那覇 独立行政法人 土木研究所
〒305-8516
つくば市南原1番地6
Tel.029-879-6800
http://www.pwri.go.jp

講演技術の概要
［維持管理・長寿命化技術］

コンクリート構造物表層の品質評価技術

［環境保全技術］

10:15～10:35

　ひび割れした
覆工コンクリートの表面に、新し
く開発した透明のシートを樹脂等
で接着し、剥落を防止する技術で
す。施工後においてもひび割れの
進展が視認できるため、効果の確
認や追加対策工の必要性の判断が
可能です。覆工コンクリートの浮
き・剥離部の落下による第三者被害の防止に効果的な技術です。これまでに、道
路や鉄道、地下鉄トンネル等で約15000㎡の実績があります。

トンネルの補修・補強技術
11:35～11:55

　舗装用アスファルト材料の紫外
線等による劣化を抑制するため、

カーボンブラックをアスファルトに添加することに
より、アスファルト舗装材料の長寿命化を図ること
ができる技術です。紫外線劣化から生じる舗装の表
面クラックを抑制できるものであるため、少ない維
持修繕頻度で長期にわたり供用される区間に適して
います。 

カーボンブラック添加アスファルトによる長寿命化舗装
11:15～11:35

表面含浸工法によるコンクリートの耐久性向上技術

　PCL工法とは、老朽化したトンネルに
対して、プレキャストコンクリートを内巻
きすることにより、補強を行う工法です。
供用中のトンネルにおいて、外力などによ
り覆工コンクリートに変状が生じた場合、
内巻き補強を行うには内空断面に余裕がな
く建築限界が確保できなくなるという問題
点がありました。そこで、建築限界が最も
確保しにくい肩部を部分的に薄肉にした補
強版と、それを用いたＰＣＬ工法を開発し
ました。
　国道47号鳴子トンネルおよび新潟県道
の田代トンネルで採用の実績があります。

　ダムは変位計測による安全管理が管理者に義務付けられてい
ます。本技術は、堤体表面を高精度に計測するGPS、水没部や

堤体内部の大変位挙動を計測できるワイヤレスの変位計、堤体表面を連続的に計
測できる変位計からなっています。従来の手法
に比べ、ダム堤体表面から内部の挙動までリア
ルタイムで計測することができ、地震後の安全
管理の精度が飛躍的に向上できます。
　GPS変位計測技術や表面連続変位計は、殿ダ
ム、苫田ダム、胆沢ダム等において活用されて
います。
○平成18年度ダム工学会技術開発賞受賞

ダムの変位計測技術（GPS、ワイヤレス変位計、表面連続変位計）
16:25～16:45

　ダム湖等の閉鎖性水域で貧酸素状態にある水質を改善する場合
に、高濃度酸素水をつくり、任意の水深の層に広範に送り出して効率

的に酸素濃度を高めることができる装置で
す。従来の曝気方式のように汚濁底質を巻 き
上げることなく、溶存酸素濃度を高めて底泥
からの重金属等の溶出を抑制することが可能
で、さらにアオコの発生も抑制し、コストも
30％程度縮減することができます。
　国の灰塚ダム、島地川ダムや千葉港等に
おいて採用実績があります。
○平成24年度日本水環境学会技術賞受賞

WEPシステム（気液溶解装置：高濃度酸素水を用いた底層水質改善技術）
16:45～17:05

　本手法は、河川津波の遡上距離および遡上高を求めるもので、
河川津波発生時の防災・減災

対応の判断材料を得るものです。具体的には、
事前に津波規模と河川流量に応じた河川津波の
遡上距離および遡上高を計算し、河川津波予測
縦断図を作成します。
　地震に伴い河川津波が発生した場合には、そ
の時の津波規模と河川流量を河川津波予測縦断
図にプロットして、瞬時に遡上距離と遡上高の
値を得て、緊急を要する防災・減災対応の判断
を行う上での基礎資料とすることができます。

河川津波における遡上距離・遡上高の推定手法
16:05～16:25

　本工法は、吸水抑制や防錆等の性能・効果を発揮する液体状
の材料（表面含浸材）を刷毛やローラー等を用いてコンクリー

ト表面に塗布、含浸させることで主
に凍害・塩害に対する耐久性を高め
る工法です。従来の被覆材に比べて、
①短期間で簡便かつ安価に施工可能、
②無色透明で美観が損なわれず、点
検も容易、③浸透性のため紫外線によ
る表面劣化等を受けても内部で効果
が持続、④水蒸気透過性を有する等の
長所を有しています。
○平成24年度　全建賞受賞

10:35～10:55

　鋼構造物の塗装の塗り替えを行
う場合に、塗膜に新しく開発した

はく離剤（インバイロワン）を塗布し、シート状に
軟化させて除去・回収する工法です。従来のブラス
ト工法に比べて８割程度のコスト縮減や騒音・塗膜
ダスト飛散等の環境負荷低減、工期半減が可能です。
国道等の橋梁やダムのゲート等において27万m2以
上の実績があります。
○第2回ものづくり日本大賞（内閣総理大臣賞）受賞
○第8回国土技術開発賞最優秀賞（国土交通大臣賞）受賞

インバイロワン工法（環境対応型の鋼構造物塗膜除去技術）
10:55～11:15
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　軟弱地盤上で盛土工を行う場
合に、軟弱地盤対策として用い

るセメント系改良体の配置密度を、改良体にかか
る土荷重のアーチ効果を考慮することにより低く
できる設計法です。低改良率とすることで、従来
と比較し最大７割程度の工期短縮と３割程度以上
のコスト縮減が可能です。
国道バイパスの盛土工事や河川の築堤工事等にお
いて採用実績があります。
○第15回国土技術開発賞入賞

［土工・基礎技術］
ALiCC工法（低改良率セメントコラム工法）
14:30～14:50

従来の舗装 本技術
施工４年後の舗装状況

　土にポリエステル製の短
繊維を均等に混合すること

により、強度や靭性（ねばり強さ）等の力学
的特性を向上させ、河
川堤防や道路等の法面
の表層保護工として、
雨水や流水等に対する
耐侵食性を向上させる
技術です。さらに、建
設発生土の有効利用に
も寄与します。

短繊維混合補強土工法
14:50～15:10

　新設の杭基礎や既設の杭基礎の耐震補強
工事で、多くの実績を有する高耐力マイク

ロパイル工法を改良し、さらに支持力を増大させた工法です。
狭隘な場所での施工が可能という特長を生かしつつ、2割程
度のコスト縮減と工期短縮が可能です。

NEW高耐力マイクロパイル工法
15:10～15:30

　「衝撃加速度試験装置」は道路の土台
となる盛土の品質管理を簡単・迅速・安

価に行うことができる試験装置です。これまで広く用いら
れてきた盛土の品質管理方法では、結果の判明まで1日以
上の時間を要していたため、工事の進捗に影響が生じるこ
とがありました。
　この衝撃加速度試験装置は誰でも簡単に操作でき、その
場ですぐ結果がでるため、短時間で確実に盛土の品質管理
ができるようになります。

衝撃加速度試験装置による盛土の品質管理技術
15:30～15:50

　土壌表面にバガス（さとう
きびの絞りかす）など糖分に

富む農産廃棄物を散布すると、土壌表面の糸状
菌類が急速に繁茂します。また、現地で採取し
た藻類を培養して作製した藻株を散布し、同時
に液肥など営農肥料の施肥によって藻類も急速
に地表面を被覆します。これら土壌微生物が形
成するクラスト（Boilogical　Soil　Crust）は、中・小の降雨で発生する地表流に
よる沖縄の赤土などの土砂流出を防止することが可能です。
　アスファルト乳剤の吹き付けなどの対策が出来ない圃場や、工事中の植生が定
着する前の裸地などでの活用が可能です。

藻類・菌類による赤土の侵食防止工法
17:05～17:25
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NAV工法

部分薄肉化PCL工法

薄肉部分

既設覆工
防水工（シート）

裏込材注入
PCL版

施工後も覆工表面のひび
割れ等の観察が可能！

覆工表面の観察が
できない！

ひび割れの発生により
剥落の危険性がある箇所

従来のはく落防止工

NAV工法

大きな土圧は作用していないが
材料劣化等によりひび割れの発
生したトンネル

［災害対応技術］
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